
（別紙３）

～ 令和８年　２月　６日

（対象者数） 64名 （回答者数） 29名

～ 令和８年　２月　２0日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者同士で交流できる機会を増やす。

2

性教育に関する項目ごとに、勉強会を計画的に行い事業所に

関わる全ての人が学べる環境づくりを行う。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

早めに計画を立て、時間と場所を確保し保護者へ周知できる

よう工夫が必要。

2

3

保護者へ寄り添った支援や対応の充実 ６ヶ月に1回の保護者との面談及び、必要性がある際はその

都度の面談を実施している。

関係機関連携（学校・育成クラブ）を行い情報共有を行って

いる。（年に1回～2回程）

性教育インストラクターが所属しており、性に関する悩みや

相談に対応が可能

保護者や、社員へ性教育の研修を行っている。また、現場や

ご家庭での、性に関するトラブルや日常的な対応に相談に

乗ったりアドバイスしたりしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士やきょうだいの交流ができる場所の提供 事業所の療育室が1つしかないので、時間と場所の環境設定

が限られている。

令和８年　2月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　３月　19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ふぁみさぽここ水前寺

○保護者評価実施期間
令和８年　１月　２６日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


